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科目 Pick Up

研究室 Close Up

電気工学研究室（パワーエレクトロニクス分野）

三島 智和 准教授

　電気エネルギーの高効率利用は、船舶や自
動車などの交通・輸送機器をはじめ、電力・再生
可能エネルギー発電、情報通信機器、さらには
医療機器などあらゆる分野で求められていま
す。その実現には、電源から送り出される電力
を、末端の負荷にとって最適な電圧や周波数、
位相などに調整する必要がありますが、その過
程でのエネルギー損失を可能な限り抑制する
省エネ技術が重要となります。当研究室では、
エネルギー変換・利用効率の極限化に不可欠
な電力変換回路とその応用電源システムを構
築する「パワーエレクトロニクス研究」に取り組
んでいます。特に、電線を使用せずに電力を供
給する非接触（ワイヤレス）給電や、金属表面加
工に応用する高周波誘導加熱装置、太陽光・リ

チウムイオン電池を取り入れた分散電源システ
ム、自動車・船舶用スイッチング電源、さらには
青色LEDの材料でもある窒化ガリウム半導体を
応用した次世代電源システムなどについて、独
創的な研究を行っています。
　装置の実験評価・解析が中心ですが、そこに
行き着くまでに電気回路のコンピュータシミュ
レーションや理論解析などを行います。ハード
ウェア技術だけではなく、Dig i t a l  S i gna l  
Processorや、Field Programmable Gate Array
などのディジタル信号処理に不可欠なソフト

電気エネルギー高効率利用を
実現する先進エレクトロニクス技術

ウェア技術も修得するなど、電気電子エンジニ
アとして高い実践力を養うことに重点を置いた
研究室活動を展開しています。
　配属された学生らは、日々生き生きと各研究
テーマに取り組んでいます。オリジナルの成果
として得た理論解析や実験結果は、国内外の学
会などで発表するなど、外部との学術的な交流
も活発に行っており、専門性と同時にプレゼン
能力の向上にも役立っています。
　機械・電気系エンジニアとして高い総合力を
持ち、各産業界で活躍する人物を目指す皆さん
にとって、大変魅力ある学科コースです。

水谷 大斗 さん
三菱電機株式会社
先端技術総合研究所
電力変換システム技術部　勤務
2012年3月 海事科学部卒業
2014年3月 海事科学研究科博士課程
前期課程修了

卒業生からのメッセージ

メカトロニクスコース
マリンエンジニアリング学科 マリンエンジニアリング学科

私たちは、さまざまな機械や製品を
利用しています。こうした高度な機
械文明を支えているのが、「ものづ
くり」の基本である加工学。授業で
は、次代の新技術の創製を担う技
術者にとって必要な金属材料の素
材形成から各種加工法の原理や特
徴、加工条件、加工現象などに関す
る基本知識を修得します。

流体力学は、空気や水などの“流
体”の運動を解き明かす学問で、数
学・力学を基盤としています。授業
では、流体力学の理論的背景を理
解することを目的に、流体の運動を
記 述する方 程 式を学 修 。それを
使って流体の性質とさまざまな流
体現象のメカニズムを知り、“流体”
である海洋の効果的な利用法を考
えます。

材料加工学 流体力学 2
現代社会のキーテクノロジーである
電子工学。授業では電子機器で利
用されている半導体材料や誘電体
材料、導電材料、磁性材料などの電
気電子材料について、その機能発
現メカニズムと電子デバイスへの応
用手法および評価手法を解説。電
子工学をより深く理解するために、
電気電子材料の基礎を学びます。

電気電子材料学
太陽光・風力・燃料電池を含む再生
可能エネルギー発電、電気自動車・
電磁推進船、非接触給電装置・環境
発電などのユビキタスエネルギー
供給システム……。授業では、これ
らの構築に必要な電気エネルギー
変換・制御技術の核となる電力変
換回路、パワー半導体スイッチおよ
び制御手法について学びます。

パワーエレクトロニクス

心の底から「やってみたい」と思えるものを、
ここで探してみませんか

　海事科学部は、輸送や工学など様々な分野を学べる珍しい学部です。また、講義だけでなく、船舶実習といった他学部で
は滅多に体験できないカリキュラムも用意されているのが本学部ならではだと思います。船舶実習は、今になっても友人達
と良い思い出として話題になります。
　学部4年次から、私は電気工学（パワーエレクトロニクス）研究室に所属しました。本研究室で扱う「半導体電力変換器」
は、家電、自動車、鉄道など様々な分野に応用できるという点や、自分で電気電子回路の作製、評価ができるという点に惹
かれたからです。博士前期課程を含めた3年間、丁寧かつ熱心にご指導いただくことで、知識向上は勿論のこと、課題発見
から解決に至るまでに必要な能力を高めることが出来ました。また、所属した研究室では学会発表の機会を多く与えられ、
企業や他大学へ研究成果をアピールできることから、モチベーションを常に高く維持しつつ全力で研究に取り組めました。
　現在は電機メーカに就職し、半導体電力変換器を用いた電気機器システムの研究に従事しています。会社での研究業務
においても、本学部で培ったパワーエレクトロニクスの知識や技術を活かしています。
　皆さんも是非、勉学に限らず全力で取り組めるものを海事科学部で探してみてください。そして、輝かしい大学生活を築
いてください！

学べる科目紹介

全学共通授業科目

基礎教養科目
総合教養科目
外国語科目
情報科目
健康・スポーツ科目
共通専門基礎科目

（数学、物理学、化学）

高度教養科目

Introduction to Maritime Sciences Ⅰ
海事国際法
気象学
経済学Ⅲ　など

初年次セミナー
コミュニケーション英語
ライティング英語
海事理化学実験1・2　など

基礎的な科目

海事科学通論
海事社会学
海洋学
地勢学
経済学Ⅰ
基礎ゼミ1・2　など

学部に特徴的な科目

固体地球物理学Ⅱ（理学部）
海洋生物学（理学部）
地質学Ⅱ（理学部）
海岸・港湾工学（工学部）
など

他学部開設科目

入学 学部共通科目

学科共通科目

流体力学1 材料力学1
工業熱力学1 制御理論
海技実習 船舶実習1
応用数学1・2・ 3・4　など

第一専門科目

流体力学2 材料力学2 工業熱力学2
機械設計学 機械振動学 材料加工学
伝熱工学 内燃機関工学 冷熱エネルギー工学
電気回路2 電気機器 海事機関英語1　など

第二専門科目

流体機械 電子回路 超伝導工学
エネルギープラント工学 電気電子材料学
パワーエレクトロニクス 材料強度学
浮体運動力学  浮体応用安全科学
数値シミュレーション工学　など

部分と全体を見渡す
総合エンジニアを養成
熱工学・材料工学・流体力学・電気電子工
学・船舶海洋工学をバランス良く修得できる
カリキュラムを編成。将来どのような理工系
分野に進んでも対応し、専門外の課題も解
決できる「ゼネラリスト」と、エネルギープラ
ントや巨大船舶の全体を見渡せる「スペシャ
リスト」の双方の特質を備えたエンジニアを
養成します。

海事科学の特色を生かし
幅広い視野を養う
同じ学科の「機関マネジメントコー
ス」と連携し、2年次に必修科目として

「船舶実習1」を設置。海を舞台に幅
広く工学を学ぶ、海事科学部ならで
はのカリキュラムにより、考え方や進
路の幅を広げます。


